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＜事業の概要＞ 

 １．アンケート調査 

   全国の言語聴覚士養成施設に対しＯＳＣＥに関するアンケート調査を行なった。

 ２．ＯＳＣＥトライアル 

   本校言語聴覚療法学科２年生を対象に、ＯＳＣＥトライアルを実施した。 

 ３．ＯＳＣＥに関する講義・演習 

   本校言語聴覚療法学科１年生を対象にＯＳＣＥに関する講義・演習を行なった。

 ４．ＯＳＣＥ本番 

   平成１８年１月２６日言語聴覚療法学科１年生３３名を対象に、本校アリーナに

６ステーション×２ラインの仮説ブースを設置してＯＳＣＥ本番を実施した。 

 ５．ＯＳＣＥ受験生へのアンケートとその分析 

   ＯＳＣＥ本番受験生３３名にアンケートを実施し、その分析を行なって、今回の

ＯＳＣＥの信頼性を考察した。 

 ６．成果報告会 

２月２６日（日）午後本校にて「成果報告会」を開催、約１５０名が参加した。

 ７．平成１８年度カリキュラム編成 

   本校言語聴覚療法学科のカリキュラムにＯＳＣＥ導入を具体化した。 

  

 ＜成   果＞ 

 １．言語聴覚士養成課程へのＯＳＣＥ導入の有効性を実証 

    本校の言語聴覚療法学科においてＯＳＣＥを実施することが現実に可能であ

り、且つそれは学生の臨床能力向上のために有効であることを、ＯＳＣＥのトラ

イアルとＯＳＣＥの本番でもって実証した。翻ってこのことは、全国５０数箇所

の言語聴覚士養成校においても、同様にＯＳＣＥを導入することが極めて有効で

あることを示唆している。 

 

 ２．テキストブックとＤＶＤテキストの開発と制作 

    学生にＯＳＣＥを施すためには、学生に適切なテキストを与え、それをもとに

学校では講義と演習を行ない、且つ学生は個人又はグループで学習を繰返すこと

が要請される。そのためには何よりも、言語聴覚士を目指す者に特化したテキス

トブックが必要であり、且つ実技を伴うところから映像による学習が必須のため

ＤＶＤテキストも望まれるところであった。われわれは本事業において、テキス

トブックとＤＶＤテキストの２種類のテキストを開発し制作した。 



 

 

 

 

 ３．評価者マニュアル 

    ＯＳＣＥを学生の臨床能力判定のツールとして定着させるためには、評価者に

よる評価（成績判定＝採点）の客観性が問われる。今回の事業の中で、評価者の

ためのマニュアルを作成できたことは大きな成果である。 

 

 ４．言語聴覚士養成施設教員のためのマニュアル 

    言語聴覚士養成施設で実際にＯＳＣＥを実行する段になると、教員はどのよう

に作業を進めたらよいか戸惑うであろう。本事業でわれわれが開発し制作した成

果物３点、すなわち「報告書」「基本的臨床能力テキスト」「ＤＶＤテキスト」

は三位一体となって、教員のためのよきマニュアルとなるものである。 

 

 ＜成  果  物＞ 

  次の三つである。 

  １．「報告書」 

  ２．「言語聴覚士養成課程用 基本的臨床技能テキスト」 

 ３．「ＤＶＤテキスト」 
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